
２０２３年度 北秋田市立森吉中学校報

今年度、本校では、総合的な学習の時間、秋田内陸縦貫鉄

道株式会社の吉田社長とのコラボ企画で、「森吉山に四季を通

じて観光客を呼ぶにはどうしたらよいだろう」という課題に取

り組んでいます。個人でアイディアを考えた後、縦割りの４つ

のグループに分かれ、プランを練り上げています。吉田社長か

らは、８月にそれぞれのプランにアドバイスをいただきました。

11月28日には、森中生全員でよりよいプランを練り上げるため

の全校語り合う会を行います。当日は、吉田社長にもおいでい

ただく予定です。生徒たちからは、「みんなで地域のことにつ

いて考える活動は楽しい。」「よりよいプランができるように

頑張りたい。」という声が聞かれます。この活動を通して、地

域を大切に思う気持ちが育ってくれることを願っています。 〈プランプレゼン準備の様子〉

新生徒会役員と学級役員が選出され、令和５年度後期の

体制が整いました。立会演説会で立候補者が生徒会活動に

かける思いを話す姿は、堂々としていて大変頼もしく感じ

ました。これから３年生からバトンを引き継ぎ、１・２年

生が中心となって活動することになります。役員だけでは

なく、全校生徒が協力して活発な生徒会活動を行ってくれ

ることと思います。各種委員会の委員長も選出され、前委

員長から役割を引き継ぎました。みんなでよりよい学校づ

くりを目指していきたいと思います。

〈立会演説会の様子〉

７日、１階国語教室から出火した想定で避難訓練を行いました。

今回は、清掃の時間に行いました。教室にいるときは、学級ごと

にまとまって避難しますが、清掃は縦割り活動で行っているため、

各班がそれぞれの清掃場所から安全なルートを考え避難しなけれ

ばなりません。いつもとは少し違う訓練に多少戸惑ったようです

が、整然と避難することができました。避難後、体育館で火災を

防ぐために気を付けなければならないことについて、動画を視聴

しました。これから冬に向かい、暖房器具を使うことが多くなり

ます。火事を起こさないことはもちろんですが、いざというとき
〈煙を吸わないように避難中〉 の心構えや行動についても考えておきたいと思います。
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今日から２学期期末テストに向けて、部活動休止期間となり、

放課後学習相談を行います。分からないところを各教科の先生に

質問して、理解を確実にしてほしいと思います。成果を上げるた

めには、一つずつ分からないを分かるに変えてく取組が必要です。

弱い自分に打ち勝って、粘り強く学習してほしいと思います。

学習委員会の活動として、学習時間調べも行っています。玄関

前には、学年ごとに学習時間をまとめた表や家庭学習の手本とな

るノートが掲示されています。また、２年生が実施している「ぐ

るぐるノート」も展示されています。これは、全員で１冊のノー

トを使って持ち回りで家庭学習を行うノートで、友だちの家庭学

習の仕方から学ぼうという取組です。

昨年度から継続した取組として、テストに向けて普段は学級担

任が点検している家庭学習ノートを教科担当の先生が点検しアド

バイスするという取組も行っています。早いもので今年度も後半

に入りました。先生のアドバイスや友だちの取組を参考にして、

自分なりの学習スタイルを見付け力を伸ばし、将来の可能性を広

げてほしいと思います。

10月31日(火)、３年関口龍志さんが北秋田

地区少年防犯弁論大会に出場しました発表題

は、「『僕』を創ったもの」です。思いを込め

て、豊かな表現で伝え

られるよう、放課後練

習を重ね本番に臨みま

した。当日は、堂々と

した弁論で優良賞をい

ただきました。

11月3日(金)、３年生が「浜辺の歌音楽祭」

に出演しました。心と声を一つに合わせて作り

上げた素晴らしいハーモニーに会場は感動の渦

に包まれました。さすが、３年生！

大北小中学校作文・詩コンクール「はらっぱ」入選紹介
〈詩〉 入選 成田晶子

準入選 庄司 杏 森川彩羽
佳作 工藤響稀 津谷颯人 髙関虎空

〈作文〉 特選 金 心愛 渡部暖乃
入選 九島朱愛
準入選 工藤音羽
佳作 加賀谷玲來

〈250字作文〉 特選 柴田凛月羽 新林大空
入選 多賀谷宗 小林颯希
準入選 庄司 葵 九嶋陽菜子
佳作 奥山美唯菜 関口龍志 澤口梨々花

三浦心優 米沢 柊


